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(57)【要約】
【課題】本発明の目的は、各種の特性の異なる布帛に対し、発色性、にじみ耐性に優れ、
高品質な捺染画像が得られるテキスタイルプリント方法を提供することにある。また、本
発明の別の目的は、乾燥負荷や洗濯負荷が低く、低コストで高品質な捺染画像が得られる
テキスタイルプリント方法を提供することにある。
【解決手段】（Ａ）の水溶性高分子化合物を含有する（１）の機能インク、アルカリを含
有する（２）の機能インク、及び染料、水溶性有機溶剤及び水を含む記録インク、を用い
て布帛にプリントする記録方法であって、前記（Ａ）の水溶性高分子化合物が、疎水性モ
ノマーおよびカルボキシル基を有する不飽和ビニル化合物を少なくともモノマー成分とし
て重合した共重合体を、該カルボキシル基をアミン中和することにより水溶性としたもの
であることを特徴とするテキスタイルプリント方法。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）の水溶性高分子化合物を含有する（１）の機能インク、
　アルカリを含有する（２）の機能インク、及び
　染料、水溶性有機溶剤及び水を含む記録インク、
　を用いて布帛にプリントする記録方法であって、
　前記（Ａ）の水溶性高分子化合物が、疎水性モノマーおよびカルボキシル基を有する不
飽和ビニル化合物を少なくともモノマー成分として重合した共重合体を、該カルボキシル
基をアミン中和することにより水溶性としたものであることを特徴とするテキスタイルプ
リント方法。
【請求項２】
　前記（Ａ）の水溶性高分子化合物の含有量が、１～１０質量％であることを特徴とする
請求項１記載のテキスタイルプリント方法。
【請求項３】
　前記記録インクを付与する画像領域に付与する前記（１）の機能インクおよび（２）の
機能インクの付与量の総計が、５～５０ｍｌ／ｍ２であることを特徴とする請求項１また
は２記載のテキスタイルプリント方法。
【請求項４】
　前記（１）の機能インク、（２）の機能インクの順に布帛に付与することを特徴とする
請求項１～３のいずれか１項に記載のテキスタイルプリント方法。
【請求項５】
　前記（１）の機能インクおよび（２）の機能インクを布帛に付与する際、布帛が加熱さ
れていることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載のテキスタイルプリント方
法。
【請求項６】
　前記記録インクを布帛に付与する際、布帛が加熱されていることを特徴とする請求項１
～５のいずれか１項に記載のテキスタイルプリント方法。
【請求項７】
　前記記録インクが、重量平均分子量が３０００～３００００の（Ｂ）の水溶性高分子化
合物を含有することを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載のテキスタイルプリ
ント方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、新規のテキスタイルプリント方法に関し、詳しくは、記録インクでのプリン
トと別のヘッドより、プリント品質を向上するための機能インク（前処理剤）を付与する
テキスタイルプリント方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のテキスタイルプリントは、版を用いてプリントする方法やスクリーン捺染方法を
用いて行われている。一方、インクジェット方式を用いたテキスタイルプリント方法が知
られている。このテキスタイルプリント方法は、無版であり、少量多品種対応に適してお
り、短納期でプリント物を作製することができるという特徴を備えている。
【０００３】
　布帛にインクジェット方式でプリントする場合、にじみが発生してしまうケースが起こ
る。通常、布帛にはにじみ防止や色剤と布帛の定着性向上を目的とした前処理が施される
。具体的には、前処理剤として、にじみ防止のための高分子化合物や、定着性向上のため
のアルカリ、ヒドロトロピー剤として尿素などを含有する水溶液を、布帛にディッピング
あるいはコーティングした後、乾燥する処理が施されている。
【０００４】



(3) JP 2011-52340 A 2011.3.17

10

20

30

40

50

　このような布帛前処理工程は、インクジェット方式のテキスタイルプリントにはなくて
はならないものであるが、現状の方法では、下記に示すような様々な課題を抱えている。
【０００５】
　１）前処理に時間を要し、プリントの納期が遅れる
　２）前処理工程分のコストがかかる
　３）前処理した布帛は経時劣化を起こすため、長期保存することができない
　４）プリントしない部分にも前処理が施されることで、白地汚染を発生することがある
　以上の様な各課題に対して、プリントの前工程で、布帛前処理を行う方法が提案されて
いる。例えば、布帛前処理をインクジェット法で行う方法が開示されている（例えば、特
許文献１参照。）。この様な布帛前処理をインクジェット法で行うことにより、前処理済
み布帛の在庫を多量に持たなくても良いこと、布帛の必要な部分にのみ前処理を行うこと
ができることにより、装置の小型化、時間短縮、薬剤使用量の減量、汚染防止に効果があ
るとされている。
【０００６】
　通常、前処理剤に用いられる高分子化合物としては、アルギン酸ナトリウム、カルボキ
シメチルセルロース、エチレンオキサイド／プロピレンオキサイド共重合物等の水溶性高
分子化合物が用いられる。水溶性高分子化合物を用いるのは、プリント後に洗浄除去する
必要があるためであり、除去が不十分であると、プリント物の風合いを損ねたり、残留し
た高分子化合物の変色により、プリント物の品質を損ねたりすることがある。
【０００７】
　前処理剤における高分子化合物は、にじみ防止のために不可欠であるが、水溶性高分子
化合物では、水を主成分とする水性記録インクとの親和性が高く、にじみを防止する為に
は多量の高分子化合物を布帛に付与する必要がある。しかしながら、インクジェット法に
よる前処理で用いられる前処理剤には、低粘度であることが求められ、高分子化合物の含
有量に制限を受けるため、十分な量の高分子化合物を布帛に付与するためには、前処理剤
の付与量を多くする必要がある。
【０００８】
　このような場合、例えば薄手でインク保持量の小さい布帛に、高濃度の画像をプリント
する際に、十分な量の前処理剤を付与することができず、にじみを抑え切れないことがあ
る。また、逆に厚手の布帛では、前処理剤が浸透して布帛表面における前処理剤の量が少
なくなり、にじみを抑え切れなかったり、発色が悪くなったりすることがあるため、多量
の前処理剤を付与することが必要になり、乾燥負荷や洗濯負荷が上がってしまう。
【０００９】
　こうした問題を解決する為に、少量の付与で効率良くにじみを防止でき、かつ十分な発
色の得られる前処理剤が望まれていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２００５－２３２６３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は、上記課題に鑑みなされたものであり、本発明の目的は、各種の特性の異なる
布帛に対し、発色性、にじみ耐性に優れ、高品質な捺染画像が得られるテキスタイルプリ
ント方法を提供することにある。
【００１２】
　また、本発明の別の目的は、乾燥負荷や洗濯負荷が低く、低コストで高品質な捺染画像
が得られるテキスタイルプリント方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
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　本発明者は、鋭意検討の結果、前処理剤に添加する（Ａ）の水溶性高分子化合物として
、疎水性モノマーおよびカルボキシル基を有する不飽和ビニル化合物を少なくともモノマ
ー成分として重合した共重合体を、該カルボキシル基をアミン中和することにより水溶性
としたもの、を用いることによって、少量の付与で効率良くにじみを防止でき、更に発色
を向上できることを見出し、本発明を完成するに至った。
【００１４】
　本発明の上記目的は、下記構成により達成される。
【００１５】
　１．（Ａ）の水溶性高分子化合物を含有する（１）の機能インク、
　アルカリを含有する（２）の機能インク、及び
　染料、水溶性有機溶剤及び水を含む記録インク、
　を用いて布帛にプリントする記録方法であって、
　前記（Ａ）の水溶性高分子化合物が、疎水性モノマーおよびカルボキシル基を有する不
飽和ビニル化合物を少なくともモノマー成分として重合した共重合体を、該カルボキシル
基をアミン中和することにより水溶性としたものであることを特徴とするテキスタイルプ
リント方法。
【００１６】
　２．前記（Ａ）の水溶性高分子化合物の含有量が、１～１０質量％であることを特徴と
する前記１記載のテキスタイルプリント方法。
【００１７】
　３．前記記録インクを付与する画像領域に付与する前記（１）の機能インクおよび（２
）の機能インクの付与量の総計が、５～５０ｍｌ／ｍ２であることを特徴とする前記１ま
たは２記載のテキスタイルプリント方法。
【００１８】
　４．前記（１）の機能インク、（２）の機能インクの順に布帛に付与することを特徴と
する前記１～３のいずれか１項に記載のテキスタイルプリント方法。
【００１９】
　５．前記（１）の機能インクおよび（２）の機能インクを布帛に付与する際、布帛が加
熱されていることを特徴とする前記１～４のいずれか１項に記載のテキスタイルプリント
方法。
【００２０】
　６．前記記録インクを布帛に付与する際、布帛が加熱されていることを特徴とする前記
１～５のいずれか１項に記載のテキスタイルプリント方法。
【００２１】
　７．前記記録インクが、重量平均分子量が３０００～３００００の（Ｂ）の水溶性高分
子化合物を含有することを特徴とする前記１～６のいずれか１項に記載のテキスタイルプ
リント方法。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、各種の特性の異なる布帛に対し、発色性、にじみ耐性に優れ、高品質
な捺染画像が得られるテキスタイルプリント方法を提供することができる。
【００２３】
　また、乾燥負荷や洗濯負荷が低く、低コストで高品質な捺染画像が得られるテキスタイ
ルプリント方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】テキスタイルプリント装置の構成の一例を示す部分概略図である。
【図２】テキスタイルプリント装置の構成の別の一例を示す部分概略図である。
【図３】テキスタイルプリント装置の構成の更に別の一例を示す部分概略図である。
【発明を実施するための形態】
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【００２５】
　以下、本発明を実施するための形態について説明するが、本発明はこれらに限定されな
い。
【００２６】
　本発明は、
　（Ａ）の水溶性高分子化合物を含有する（１）の機能インク、
　アルカリを含有する（２）の機能インク、及び
　染料、水溶性有機溶剤及び水を含む記録インク、
　を用いて布帛にプリントする記録方法であって、
　前記（Ａ）の水溶性高分子化合物が、疎水性モノマーおよびカルボキシル基を有する不
飽和ビニル化合物を少なくともモノマー成分として重合した共重合体を、該カルボキシル
基をアミン中和することにより水溶性としたものであることを特徴とする。
【００２７】
　本発明においては、特に機能インク１に含有される前記（Ａ）の水溶性高分子化合物が
、疎水性モノマーおよびカルボキシル基を有する不飽和ビニル化合物を少なくともモノマ
ー成分として重合した共重合体を、該カルボキシル基をアミン中和することにより水溶性
としたもの、であることで、各種の特性に異なる布帛に対し、発色性、にじみ耐性に優れ
、高品質な捺染画像が得られる。
【００２８】
　また、乾燥負荷や洗濯負荷が低く、低コストで高品質な捺染画像が得られる。
【００２９】
　《機能インク》
　本発明に係る機能インクの詳細について説明する。
【００３０】
　《（１）の機能インク》
　本発明に係る（１）の機能インクは、（Ａ）の水溶性高分子化合物を含有する。本発明
に係る（１）の機能インクは（Ａ）の水溶性高分子化合物を含有し、水、その他添加剤を
含有することができる。但し、アルカリを含有しない。ここで、実質的にアルカリを含有
しないとは、（Ａ）の水溶性高分子化合物を中和するのに用いたアミン以外のアルカリを
含有しない、ことを意味する。
【００３１】
　（（Ａ）の水溶性高分子化合物）
　本発明に係る（Ａ）の水溶性高分子化合物は、疎水性モノマーおよびカルボキシル基を
有する不飽和ビニル化合物を少なくともモノマー成分として重合した共重合体を、該カル
ボキシル基をアミン中和（アミンで中和）することにより水溶性としたもの、である。
【００３２】
　該疎水性モノマーとしては、アクリル酸エステル（アクリル酸ｎ－ブチル、アクリル酸
２－エチルヘキシル、アクリル酸２－ヒドロキシエチル等）、メタクリル酸エステル（メ
タクリル酸エチル、メタクリル酸ブチル、メタクリル酸グリシジル等）、スチレン等が挙
げられる。
【００３３】
　該カルボキシル基を有する不飽和ビニル化合物としては、アクリル酸、メタクリル酸等
が挙げられる。
【００３４】
　該アミン中和するのに用いられるアミンとしては、アンモニア、アルカノールアミン、
アルキルアミン等が挙げられる。特に、沸点が２００℃未満のアミンを用いることが、本
発明の効果を発揮させる上で好ましい。
【００３５】
　本発明に係る（Ａ）の水溶性高分子化合物としては、例えば、ジョンクリル６０Ｊ、ジ
ョンクリル７０Ｊ（スチレン・アクリル酸エステル・アクリル酸共重合体をアミン中和し
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て水溶液としたもの。いずれもＢＡＳＦ社製）等の市販品が挙げられる。また、ジョンク
リル６７８、６９０（スチレン・アクリル酸エステル・アクリル酸共重合体であり、塩基
で中和してないもの。いずれもＢＡＳＦ社製）等の市販品を、アミン中和して用いること
もできる。
【００３６】
　本発明に係る（Ａ）の水溶性高分子化合物は、酸価が８０～３００ｍｇＫＯＨ／ｇであ
ることが好ましく、９０～２５０ｍｇＫＯＨ／ｇであることがより好ましい。また、重量
平均分子量は３０００～３００００あることが好ましく、７０００～２００００であるこ
とがより好ましい。
【００３７】
　酸価が８０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上であると、インクに対する溶解性、デキャップ耐性の観
点から好ましい。また、脱糊性の観点から好ましい。一方、３００ｍｇＫＯＨ／ｇ以下で
あるとにじみ抑制効果の観点から好ましい。重量平均分子量が３０００以上であるとにじ
み抑制効果の観点から好ましく、３００００以下であるとデキャップ耐性の観点から好ま
しい。
【００３８】
　本発明に係る（Ａ）の水溶性高分子化合物は、機能インク１中に、１～１０質量％含有
されることが好ましい。
【００３９】
　（Ａ）の水溶性高分子化合物の機能インク１への添加量として上記に挙げた好ましい範
囲については、その下限以上であると本発明の効果を発現でき、上限以下であるとインク
ジェット射出が安定になる観点から好ましい。
【００４０】
　（Ａ）の水溶性高分子化合物は単独で用いても複数種を併用してもよい。
【００４１】
　（１）の機能インクには、発色性向上の為にヒドロトロピー剤を添加することで、特に
、記録インクに反応性染料を用いた場合、プリント後の発色性向上に好ましい効果を発揮
する。ヒドロトロピー剤としては、例えば、水溶性のアミド類、スルホンアミド類、尿素
、尿素誘導体等が挙げられ、特に尿素またはエチレン尿素が好ましい。
【００４２】
　ヒドロトロピー剤は、機能インク１中に、２質量％以上、４０質量％未満の量が好まし
い。
【００４３】
　このほか、（１）の機能インクには、水溶性溶剤を含有することが出来る。例えば、以
下に示す具体例の有機溶剤を含有することができる。
【００４４】
　アルコール類（例えば、メタノール、エタノール、プロパノール、イソプロパノール、
ブタノール、イソブタノール、ｓｅｃ－ブタノール、ｔ－ブタノール等）、多価アルコー
ル類（例えば、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、
ポリエチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、ポリプロピ
レングリコール、ブチレングリコール、ヘキサンジオール、ペンタンジオール、グリセリ
ン、ヘキサントリオール、チオジグリコール等）、グリコールエーテル類（例えば、エチ
レングリコールアルキルエーテル、ジエチレングリコールアルキルエーテル、トリエチレ
ングリコールアルキルエーテル、プロピレングリコールアルキルエーテル、ジプロピレン
グリコールアルキルエーテル、トリプロピレングリコールアルキルエーテル等）、アミン
類（例えば、エタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、Ｎ－メチ
ルジエタノールアミン、Ｎ－エチルジエタノールアミン、モルホリン、Ｎ－エチルモルホ
リン、エチレンジアミン、ジエチレンジアミン、トリエチレンテトラミン、テトラエチレ
ンペンタミン、ポリエチレンイミン、ペンタメチルジエチレントリアミン、テトラメチル
プロピレンジアミン）、アミド類（例えば、ホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミ
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ド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド等）、複素環類（例えば、２－ピロリドン、Ｎ－メチ
ル－２－ピロリドン、シクロヘキシルピロリドン、２－オキサゾリドン、１，３－ジメチ
ル－２－イミダゾリジノン等）、スルホキシド類（例えば、ジメチルスルホキシド）等が
挙げられる。水溶性溶剤の含有量は、機能インク中、５～４０質量％が好ましい。
【００４５】
　《（２）の機能インク》
　本発明に係る（２）の機能インクは、アルカリ（以下、アルカリ成分ともいう。）を含
有する。本発明に係る（２）の機能インクはアルカリを含有し、水、その他添加剤を含有
することができる。該アルカリは、記録インク中の色剤の布帛に対する定着性を向上させ
る機能を有している。記録インクが色剤として反応性染料を用いる場合に特に好ましい。
【００４６】
　本発明において、アルカリとしては、有機塩基、無機塩基から選択することが出来る。
中でも水溶性の無機塩基が、発色性、臭気、記録インクへの溶解性、排水負荷などの点で
好ましく、中でも炭酸塩あるいは重炭酸塩が好ましい。また、カリウム塩は、ナトリウム
塩に対して種々の印字環境下での射出安定性に優れており好ましい。炭酸カリウム、炭酸
水素カリウムを、単独あるいは他の塩基と併用して用いることが好ましい。
【００４７】
　（２）の機能インクには、発色性向上の為にヒドロトロピー剤を添加することで、特に
、記録インクに反応性染料を用いた場合、プリント後の発色性向上に好ましい効果を発揮
する。ヒドロトロピー剤としては、例えば、水溶性のアミド類、スルホンアミド類、尿素
、尿素誘導体等が挙げられ、特に尿素またはエチレン尿素が好ましい。
【００４８】
　ヒドロトロピー剤は、（２）の機能インク中に、２質量％以上、４０質量％未満の量が
好ましい。
【００４９】
　このほか、（２）の機能インクには、水溶性溶剤を含有することが出来る。以下に示す
具体例の有機溶剤を含有することができる。
【００５０】
　アルコール類（例えば、メタノール、エタノール、プロパノール、イソプロパノール、
ブタノール、イソブタノール、ｓｅｃ－ブタノール、ｔ－ブタノール等）、多価アルコー
ル類（例えば、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、
ポリエチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、ポリプロピ
レングリコール、ブチレングリコール、ヘキサンジオール、ペンタンジオール、グリセリ
ン、ヘキサントリオール、チオジグリコール等）、グリコールエーテル類（例えば、エチ
レングリコールアルキルエーテル、ジエチレングリコールアルキルエーテル、トリエチレ
ングリコールアルキルエーテル、プロピレングリコールアルキルエーテル、ジプロピレン
グリコールアルキルエーテル、トリプロピレングリコールアルキルエーテル等）、アミン
類（例えば、エタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、Ｎ－メチ
ルジエタノールアミン、Ｎ－エチルジエタノールアミン、モルホリン、Ｎ－エチルモルホ
リン、エチレンジアミン、ジエチレンジアミン、トリエチレンテトラミン、テトラエチレ
ンペンタミン、ポリエチレンイミン、ペンタメチルジエチレントリアミン、テトラメチル
プロピレンジアミン）、アミド類（例えば、ホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミ
ド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド等）、複素環類（例えば、２－ピロリドン、Ｎ－メチ
ル－２－ピロリドン、シクロヘキシルピロリドン、２－オキサゾリドン、１，３－ジメチ
ル－２－イミダゾリジノン等）、スルホキシド類（例えば、ジメチルスルホキシド）等が
挙げられる。水溶性溶剤の含有量は、機能インク中、５～４０質量％が好ましい。
【００５１】
　前記の、（Ａ）の水溶性高分子化合物を含有する（１）の機能インク、アルカリ成分を
含有する（２）の機能インクは各々、複数種の機能インクを用意してもよい。
【００５２】
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　機能インク中の（Ａ）の水溶性高分子化合物、アルカリ成分などの機能成分について、
インクごとに種類や含有量を変えたり、溶剤組成などを変えたものを用意し、より広範囲
の布帛に適応できるようにすることは好ましい。
【００５３】
　また、同一の機能インクを複数のヘッドから供給することも、供給量の制御や、機能イ
ンクの射出不良の場合に筋ムラなどを軽減するために好ましい。
【００５４】
　機能インクに用いるヘッド総数は任意に決めることができるが、（Ａ）の水溶性高分子
化合物を含有する（１）の機能インクに、１ないし４個のヘッドを用意すること、アルカ
リ成分を含有する（２）の機能インクに１ないし４個のヘッドを用意することは好ましい
態様である。
【００５５】
　機能インクに用いるヘッド総数としては、２個ないし８個の範囲で選択することが好ま
しい。
【００５６】
　複数の機能インクを混合しても析出や、激しい増粘を起こさないことが好ましい。機能
インク同士を１／１で混合し、２４時間放置後も析出変化のないことが好ましい。
【００５７】
　〔２種以上の組成の異なる機能インクの使用方法〕
　次に、２種以上の組成の異なる機能インクの使い分けについて説明する。
【００５８】
　本発明では、後述のプリント条件の判別に従い、２種以上の組成の異なる機能インクを
使い分ける。
【００５９】
　布帛を判別する方法として、あらかじめ布帛を登録し、布帛ごとに２種以上ある機能イ
ンクの選択と、付与量制御を決めておく方法の場合、あらかじめ、布帛ごとに、使用する
機能インク種を決めておくことができる。このとき、布帛によっては、複数の機能インク
をあらかじめ決めておいた任意の量ごとに付与することもできる。
【００６０】
　（Ａ）の水溶性高分子を含有する（１）の機能インクの好ましい使用方法：本（１）の
機能インクは布帛上での記録インクのにじみを抑制することが第１の目的である。にじみ
発生は、布帛の記録インク保持量と関連があり布帛のインク保持量が少ないほどにじみが
発生しやすい。よって、布帛の記録インク保持量を測定し、その測定結果から本（１）の
機能インクの使用の有無、あるいは本（１）の機能インクが複数ある場合はどのインクを
使用するかを選択する、あるいは（１）の機能インクの付与量を選択するといったアルゴ
リズムを決めておき、それに順ずる方法が好ましい。また、本（１）の機能インクの第２
の目的は、（１）の機能インクおよび（２）の機能インクが必要以上に布帛に浸透するこ
とを抑制して、機能インクを布帛表面近傍に留めることであり、布帛の記録インク保持量
が比較的多い場合（厚手の布帛等）でも、少量の機能インクの付与で、効率良くにじみの
抑制および発色の強化を達成できる。
【００６１】
　アルカリ成分を含有する（２）の機能インクの好ましい使用方法：本（２）の機能イン
クは、記録インク中の色剤を布帛に十分定着させて、高い発色濃度を得ることが目的であ
る。記録インクの付与量、布帛のインク保持量、布帛種類に応じて本（２）の機能インク
が複数ある場合はどのインクを使用するかを選択する、あるいは（２）の機能インクの付
与量を選択するといったアルゴリズムを決めておき、それに順ずる方法が好ましい。
【００６２】
　布帛を判別する方法として、前述の布帛のインク保持量の他に、布帛の厚みを測定する
方法を用いてもよい。
【００６３】
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　プリント条件の判別として、記録インク付与量を判別するプロセスが挙げられ、単位面
積当たりの平均インク量を計算し、インク量に応じて機能インクの選択と、付与量を制御
するアルゴリズムを決めておく。
【００６４】
　《記録インク》
　本発明に適用可能な記録インクは、染料、水溶性有機溶剤および水を含有するが、その
他各種添加剤を含有することができる。
【００６５】
　〈染料〉
　記録インクが含有する染料（色剤）としては、反応性染料を用いることができる。
【００６６】
　染料の含有量としては、特に制限はないが、３質量％以上、２０質量％以下であること
が好ましく、更には、５質量％以上、１５質量％以下であることが好ましい。特に、同一
色の水性インクで最も染料濃度の高い水性インク中の反応性染料の含有量は、１０質量％
以上、１５質量％未満であることが好ましい。
【００６７】
　以下、本発明に係る記録インクに適用可能な染料の具体例を列挙するが、本発明では、
これら例示する染料にのみ限定されるものではない。
【００６８】
　本発明で用いることのできる反応性染料としては、例えば、アゾ染料、メチン染料、ア
ゾメチン染料、キサンテン染料、キノン染料、フタロシアニン染料、トリフェニルメタン
染料、ジフェニルメタン染料等を挙げることができる。
【００６９】
　具体的には、
　Ｃ．Ｉ．Ｒｅａｃｔｉｖｅ　Ｙｅｌｌｏｗ２、３、７、１５、１７、１８、２２、２３
、２４、２５、２７、３７、３９、４２、５７、６９、７６、８１、８４、８５、８６、
８７、９２、９５、１０２、１０５、１１１、１２５、１３５、１３６、１３７、１４２
、１４３、１４５、１５１、１６０、１６１、１６５、１６７、１６８、１７５、１７６
、
　Ｃ．Ｉ．Ｒｅａｃｔｉｖｅ　Ｏｒａｎｇｅ１、４、５、７、１１、１２、１３、１５、
１６、２０、３０、３５、５６、６４、６７、６９、７０、７２、７４、８２、８４、８
６、８７、９１、９２、９３、９５、１０７、
　Ｃ．Ｉ．Ｒｅａｃｔｉｖｅ　Ｒｅｄ２、３、３：１、５、８、１１、２１、２２、２３
、２４、２８、２９、３１、３３、３５、４３、４５、４９、５５、５６、５８、６５、
６６、７８、８３、８４、１０６、１１１、１１２、１１３、１１４、１１６、１２０、
１２３、１２４、１２８、１３０、１３６、１４１、１４７、１５８、１５９、１７１、
１７４、１８０、１８３、１８４、１８７、１９０、１９３、１９４、１９５、１９８、
２１８、２２０、２２２、２２３、２２６、２２８、２３５、
　Ｃ．Ｉ．Ｒｅａｃｔｉｖｅ　Ｖｉｏｌｅｔ１、２、４、５、６、２２、２３、３３、３
６、３８、
　Ｃ．Ｉ．Ｒｅａｃｔｉｖｅ　Ｂｌｕｅ２、３、４、７、１３、１４、１５、１９、２１
、２５、２７、２８、２９、３８、３９、４１、４９、５０、５２、６３、６９、７１、
７２、７７、７９、８９、１０４、１０９、１１２、１１３、１１４、１１６、１１９、
１２０、１２２、１３７、１４０、１４３、１４７、１６０、１６１、１６２、１６３、
１６８、１７１、１７６、１８２、１８４、１９１、１９４、１９５、１９８、２０３、
２０４、２０７、２０９、２１１、２１４、２２０、２２１、２２２、２３１、２３５、
２３６、
　Ｃ．Ｉ．Ｒｅａｃｔｉｖｅ　Ｇｒｅｅｎ８、１２、１５、１９、２１、
　Ｃ．Ｉ．Ｒｅａｃｔｉｖｅ　Ｂｒｏｗｎ２、７、９、１０、１１、１７、１８、１９、
２１、２３、３１、３７、４３、４６、
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　Ｃ．Ｉ．Ｒｅａｃｔｉｖｅ　Ｂｌａｃｋ５、８、１３、１４、３１、３４、３９等が挙
げられる。
【００７０】
　〔水溶性有機溶剤〕
　本発明に係る記録インクに用いられる水溶性有機溶剤としては、例えば、以下に示す具
体例の有機溶剤を挙げることができる。
【００７１】
　アルコール類（例えば、メタノール、エタノール、プロパノール、イソプロパノール、
ブタノール、イソブタノール、ｓｅｃ－ブタノール、ｔ－ブタノール）、多価アルコール
類（例えば、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ポ
リエチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、ポリプロピレ
ングリコール、ブチレングリコール、ヘキサンジオール、ペンタンジオール、グリセリン
、ヘキサントリオール、チオジグリコール）、グリコールエーテル類（例えば、エチレン
グリコールアルキルエーテル、ジエチレングリコールアルキルエーテル、トリエチレング
リコールアルキルエーテル、プロピレングリコールアルキルエーテル、ジプロピレングリ
コールアルキルエーテル、トリプロピレングリコールアルキルエーテル等）、アミン類（
例えば、エタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、Ｎ－メチルジ
エタノールアミン、Ｎ－エチルジエタノールアミン、モルホリン、Ｎ－エチルモルホリン
、エチレンジアミン、ジエチレンジアミン、トリエチレンテトラミン、テトラエチレンペ
ンタミン、ポリエチレンイミン、ペンタメチルジエチレントリアミン、テトラメチルプロ
ピレンジアミン）、アミド類（例えば、ホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、
Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド等）、複素環類（例えば、２－ピロリドン、Ｎ－メチル－
２－ピロリドン、シクロヘキシルピロリドン、２－オキサゾリドン、１，３－ジメチル－
２－イミダゾリジノン等）、スルホキシド類（例えば、ジメチルスルホキシド）等が挙げ
られる。水溶性有機溶剤の含有量としては、特に制限はないが、５～４０質量％であるこ
とが好ましく、１０～３０質量％であることがより好ましい。
【００７２】
　〔（Ｂ）の水溶性高分子化合物〕
　本発明に係る記録インクは、（Ｂ）の水溶性高分子化合物を含有することが、特に機能
インクの布への付与量が少ない場合のにじみ抑制の観点から好ましい。該（Ｂ）の水溶性
高分子化合物としては、重量平均分子量が３０００以上、３００００以下であることが好
ましい。重量平均分子量が３０００以上であると、にじみ抑制効果の観点から好ましく、
また、３００００以下であると、記録インクの粘度が高くなりすぎず、インクジェット射
出が安定になる観点から好ましい。
【００７３】
　記録インクに適用可能な（Ｂ）の水溶性高分子化合物としては、ポリビニルピロリドン
、ポリエチレングリコール、エチレンオキサイドプロピレンオキサイド共重合物、グリセ
リンのポリエチレンオキサイド付加物、グリセリンのポリプロピレン付加物、ジグリセリ
ンのポリエチレンオキサイド付加物、ジグリセリンのポリプロピレン付加物及びアクリル
樹脂から選ばれる少なくとも１種であることが好ましい。
【００７４】
　ポリビニルピロリドンは、分子量と相関する粘性特性値で分類されており、Ｋ（コリド
ン）１５、Ｋ３０、Ｋ６０（以上、東京化成工業社製）などが好ましく用いることができ
、特に、Ｋ１５、Ｋ３０がインクジェット射出安定性が高く、かつ、にじみ抑制に効果が
あり好ましい。記録インクへの添加量としては、固形分として２～２０質量％添加するこ
とが好ましい。
【００７５】
　ポリエチレングリコールとしては、重量平均分子量が３０００～６０００のものを好ま
しく用いることが出来る。記録インクへの添加量としては、２質量％～２０質量％添加す
ることが好ましい。
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【００７６】
　エチレンオキサイドプロピレンオキサイド共重合物としては、ポリプロピレングリコー
ルの末端にポリエチレンオキサイドを付加させた構造のもの、ポリエチレングリコールの
末端にポリプロピレンオキサイドを付加させた構造のもの、エチレンオキサイド－プロピ
レノキサイドのランダム共重合体などが挙げられる。
【００７７】
　ポリプロピレングリコールの末端にポリエチレンオキサイドを付加させた構造のものと
しては、ＡＤＥＫＡ株式会社のアデカプルロニックＬ、Ｐ、Ｆシリーズに種々のエチレン
オキサイド－プロピレンオキサイド配合比率品や種々の分子量のものが市販されており、
それらから選択することが出来る。特に、ポリプロピレングリコール部の分子量が２００
０以下で水溶性のものを好ましく用いることが出来る。具体的には、Ｌ－６２、Ｌ－６４
、Ｆ－６８、Ｆ－８８、Ｆ－１０８、Ｌ－４４、Ｌ－３４、Ｌ－２３などを挙げることが
できる。
【００７８】
　ポリエチレングリコールの末端にポリプロピレンオキサイドを付加させた構造のものと
しては、同じくＡＤＥＫＡ株式会社のリバースタイプ、１７Ｒ－２、１７Ｒ－３、１７Ｒ
－４などから選択して用いることが出来る。
【００７９】
　エチレンオキサイドプロピレンオキサイド共重合物の記録インクへの添加量としては、
２質量％～２０質量％添加することが好ましい。
【００８０】
　ジグリセリンのポリエチレンオキサイド付加物としては、坂本薬品工業株式会社のＳＣ
－Ｅシリーズから選択して用いることができる。ＳＣ－Ｅ４５０、ＳＣ－Ｅ７５０、ＳＣ
－Ｅ１０００、ＳＣ－Ｅ１５００などを好ましく用いることが出来る。記録インクへの添
加量としては、２～２０質量％の範囲で添加することが好ましい。
【００８１】
　ジグリセリンのポリプロピレン付加物としては、坂本薬品工業株式会社のＳＣ－Ｐシリ
ーズから選択して用いることができ、ＳＣ－Ｐ４００、ＳＣ－Ｐ７５０、ＳＣ－Ｐ１００
０などを好ましく用いることが出来る。記録インクへの添加量としては、２～２０質量％
の範囲が好ましい。
【００８２】
　（Ｂ）の水溶性高分子化合物は単独で用いても複数種を併用してもよい。
【００８３】
　〔その他の添加剤〕
　本発明に係る記録インクにおいては、インクの長期保存安定性を保つため、防腐剤、防
黴剤をインク中に添加することができる。防腐剤、防黴剤としては、例えば、芳香族ハロ
ゲン化合物（例えば、Ｐｒｅｖｅｎｔｏｌ　ＣＭＫ）、メチレンジチオシアナート、含ハ
ロゲン窒素硫黄化合物、１，２－ベンズイソチアゾリン－３－オン（例えば、ＰＲＯＸＥ
Ｌ　ＧＸＬ）などが挙げられる。
【００８４】
　《布帛》
　本発明に使用することができる布帛または編布を構成する繊維素材としては、綿、麻等
の天然セルロース繊維やレーヨン、キュプラ等の再生セルロース繊維等を含むセルロース
繊維、および、絹、ナイロン（登録商標）、羊毛、等を挙げることができ、これらの繊維
は、織物、編布、不織布等いずれの形態にしたものでもよい。
【００８５】
　《テキスタイルプリント方法》
　本発明のテキスタイルプリント方法においては、設定したプリント情報に従って、各色
記録インクの吐出位置及び吐出量を決定してプリント条件を設定した後、本発明に係る機
能インクを単独または複数種使用する方法および付与量を選択して、布帛に付与すること
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が好ましい。
【００８６】
　以下に、本発明のテキスタイルプリント方法に適用することのできる機能インクの付与
条件の決定の具体的な方法について説明する。
【００８７】
　（機能インクの付与条件の決定方法）
　〈布帛の種類を判別して決定する方法〉
　本発明のテキスタイルプリント方法において、記録インクによるプリント条件を決定し
た後、本発明に係る機能インクを単独または複数種使用する方法を選択する判定プロセス
の第１の方法は、布帛の種類情報を基づいて決定する方法である。
【００８８】
　具体的な決定プロセスとしては、
　１）第１ステップとして、使用する布帛種類の情報を入力し、
　２）次いで、第２ステップとして布帛種類の情報に応じて本発明に係る機能インクの使
用する条件（例えば、２種以上用意されている機能インクのいずれか一方のみを使用する
ケース、あるいは２種以上の組成の異なる機能インクを組み合わせて用いるケース）を選
択し、
　３）第３のステップとして、第１ステップ及び第２ステップの情報に基づいて、選択し
た機能インクの布帛への付与量を決定するプロセスを経て、
指定された布帛上に、上記判定方法に従って決定された機能インクを単独または複数種使
用して、所定量吐出して前処理を施した後、記録インクによりプリントを行う方法である
。
【００８９】
　本発明のテキスタイルプリント方法に適用可能な布帛としては、実に様々な種類のもの
が挙げられ、布帛を構成する糸の種類、織り方、布帛厚みなどだけをとっても多くのバリ
エーションがある。
【００９０】
　布帛を判別する方法として、あらかじめ種々の布帛情報を登録し、使用する布帛ごとに
２種以上ある機能インクの選択と、付与量制御を決定する方法を用いる。プリンタを制御
するパソコンにて、登録してある布帛情報を選択することで、自動的に２種以上ある機能
インクの選択と、付与量制御が決定され、所定の条件で機能インクが布帛に付与される。
【００９１】
　〈布帛の機能インク保持量を判別して決定する方法〉
　本発明のテキスタイルプリント方法において、記録インクによるプリント条件を決定し
た後、本発明に係る機能インクを単独または複数種使用する方法を選択する判定プロセス
の第２の方法は、布帛の記録インクの保持量情報に基づいて決定する方法である。
【００９２】
　具体的な決定プロセスとしては、
　１）第１ステップとして、使用する布帛の記録インクの保持量情報を入力し、
　２）次いで、第２ステップとして布帛の記録インクの保持量情報に応じて本発明に係る
機能インクの使用する条件（例えば、２種以上用意されている機能インクのいずれか一方
のみを使用するケース、あるいは２種以上の組成の異なる機能インクを組み合わせて用い
るケース）を選択し、
　３）第３のステップとして、第１ステップ及び第２ステップの情報に基づいて、選択し
た機能インクの布帛への付与量を決定するプロセスを経て、
指定された布帛上に、上記判定方法に従って決定された２種以上の組成の異なる機能イン
クを単独または複数種使用して、所定量吐出して前処理を施した後、記録インクによりプ
リントを行う方法である。
【００９３】
　布帛の記録インク保持量情報は、対象の布帛の記録インク保持量を予め測定しておき、
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得られた測定結果から、機能インクの選択と、その付与量を制御するアルゴリズムを決め
ておき、それに順じて、布帛上に所定の前処理液を付与する方法である。なお、本発明で
いう布帛の記録インク保持量は、布帛を一定面積に裁断した試料片を記録インクに浸した
後、一定条件で搾り、未処理の試料片の質量と搾った後の試料片の質量の差より測定する
ことできる。この布帛の記録インク保持量は、使用する布帛を構成する糸の種類、織り方
、布帛厚みなどにより決定される因子である。
【００９４】
　〈布帛の厚みを判別して決定する方法〉
　本発明のテキスタイルプリント方法において、記録インクによるプリント条件を決定し
た後、本発明に係る２種以上の組成の異なる機能インクを単独または複数種使用する方法
を選択する判定プロセスの第３の方法は、布帛の厚み情報に基づいて決定する方法である
。
【００９５】
　具体的な決定プロセスとしては、
　１）第１ステップとして、使用する布帛の厚み情報を入力し、
　２）次いで、第２ステップとして布帛の厚み情報に応じて本発明に係る２種以上の組成
の異なる機能インクの使用する条件（例えば、２種以上用意されている機能インクのいず
れか一方のみを使用するケース、あるいは２種以上の組成の異なる機能インクを組み合わ
せて用いるケース）を選択し、
　３）第３のステップとして、第１ステップ及び第２ステップの情報に基づいて、選択し
た機能インクの布帛への付与量を決定するステップを経て、
指定された布帛上に、上記判定方法に従って決定された２種以上の組成の異なる機能イン
クを単独または複数種使用して、所定量吐出して前処理を施した後、記録インクによりプ
リントを行う方法である。
【００９６】
　本発明において、布帛の厚みを測定する方法としては、一般的な厚み測定機器、例えば
、ノギス、マイクロメータ、ダイアルシックネスゲージ、山文電気（株）製のオフライン
厚み計測装置ＴＯＦ／Ｖ（Ｖｅｒ．３．２２）、非接触型厚さ測定装置Ｖａｒｉｏ　Ｍｅ
ｔｒｉｃ（日本レーザー社製）等を用いて容易に測定して求めることができる。
【００９７】
　得られた布帛の膜厚情報より、機能インクの選択と、布帛への機能インクの付与量を制
御するアルゴリズムを決めておき、それに順ずる方法である。
【００９８】
　〈記録インクの付与量を判別して決定する方法〉
　本発明のテキスタイルプリント方法において、記録インクによるプリント条件を決定し
た後、本発明に係る２種以上の組成の異なる機能インクを単独または複数種使用する方法
を選択する判定プロセスの第４の方法は、単位面積当たりの記録インクの平均付与量情報
に基づいて決定する方法である。
【００９９】
　具体的な決定プロセスとしては、
　１）第１ステップとして、決定した記録インクのプリント条件情報から、単位面積当た
りの記録インクの平均付与量を計算し、
　２）次いで、第２ステップとして、記録インクの上記平均付与量に応じて、２種以上の
組成の異なる機能インクの使用する条件（例えば、２種以上用意されている機能インクの
いずれか一方のみを使用するケース、あるいは２種以上の組成の異なる機能インクを組み
合わせて用いるケース）を選択し、
　３）第３のステップとして、第１ステップ及び第２ステップの情報に基づいて、選択し
た機能インクの布帛への付与量を決定するステップを経て、
指定された布帛上に、上記判定方法に従って決定された２種以上の組成の異なる機能イン
クを単独または複数種使用して、所定量吐出して前処理を施した後、記録インクによりプ
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リントを行う方法である。
【０１００】
　第４の方法では、記録インクによるプリント条件情報に従って、布帛のプリント領域を
分割し、分割した各々のプリント部位ごとの単位面積当たりの記録インクの平均付与量を
計算し、記録インク付与量に応じて機能インクの使用する種類の選択と、付与量を制御す
るアルゴリズムを予め決めておく方法を適用することが好ましい。この場合の分割た単位
面積当たりの記録インクの平均付与量としては、プリント図柄単位ごと（例えば、１ｍ×
１ｍ）でもよいし、より小面積の単位ごとでもよい（例えば、１ｃｍ×１ｃｍ）、さらに
、画像解像度から計算できる１ピクセルごとに記録インク量を計算してもよい。
【０１０１】
　〈各種情報を総合的に判別して決定する方法〉
　本発明のテキスタイルプリント方法において、記録インクによるプリント条件を決定し
た後、本発明に係る２種以上の組成の異なる機能インクを単独または複数種使用する方法
を選択する判定プロセスの第５の方法は、布帛種類、布帛の記録インク保持量及び布帛の
厚みから選ばれる少なくとも１種の情報に基づいて決定する方法である。
【０１０２】
　具体的な決定プロセスとしては、
　１）第１ステップとして、使用する布帛の種類、布帛の記録インク保持量及び布帛の厚
みから選ばれる少なくとも１種の情報を入力し、
　２）次いで、第２ステップとして、単位面積当たりの記録インクの平均付与量を入力し
、
　３）第３のステップとして、第１ステップ及び第２ステップの情報に応じて本発明に係
る２種以上の組成の異なる機能インクの使用する条件（例えば、２種以上用意されている
機能インクのいずれか一方のみを使用するケース、あるいは２種以上の組成の異なる機能
インクを組み合わせて用いるケース）を選択し、機能インクの布帛への付与量を決定する
ステップを経て、
指定された布帛上に、上記判定方法に従って決定された２種以上の組成の異なる機能イン
クを単独または複数種使用して、所定量吐出して前処理を施した後、記録インクによりプ
リントを行う方法である。
【０１０３】
　すなわち、機能インクの布帛上への付与をより最適化された条件で行う観点からは、布
帛に関する各種情報と、記録インクの付与量に関する情報とを踏まえて、機能インクの種
類と付与量を決定することが好ましい。
【０１０４】
　本発明に係る機能インクの付与方法、特に機能インクの付与量の総計について以下のよ
うに制御して行うことは特に好ましい。
【０１０５】
　本発明の効果を充分に発現させるために、少なくとも記録インクを付与する画像領域に
付与するインクジェット機能インクの付与量の総計が、９０％Ｄｕｔｙ以上５００％Ｄｕ
ｔｙ未満とすることは特に好ましい。
【０１０６】
　９０％Ｄｕｔｙ未満では、布帛によっては染めムラを充分に抑えることが出来ない場合
がある。５００％Ｄｕｔｙ以上では、乾燥に負荷がかかり、充分乾燥できないなどしてに
じみを充分に抑制できないことがあるからである。
【０１０７】
　ここでいう、機能インクの付与量の総計とは、機能インクを付与するヘッドごとの各射
出Ｄｕｔｙ％の総計である。
【０１０８】
　例えば、４つのヘッドを用いて機能インクを付与し、ヘッドごとの射出Ｄｕｔｙが、５
０％、５０％、２５％、２５％の場合、総量は１５０％Ｄｕｔｙとなる。
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【０１０９】
　以上は、機能インクの付与の均一性と、総付与液量の両方から勘案されるものであるの
で、上記の規定は、機能インクを付与する各ヘッドは射出する液滴量が大きく違わないも
のが好ましい。好ましくは、液滴量が１ｐｌ～３０ｐｌの範囲のものが好ましい。
【０１１０】
　さらに好ましくは、４ｐｌから３０ｐｌである。
【０１１１】
　また、本発明の効果を充分に発現させるために、少なくとも記録インクを付与する画像
領域に付与するインクジェット機能インクの付与量の総計が、５ｍｌ／ｍ２以上、５０ｍ
ｌ／ｍ２未満であることが好ましい。
【０１１２】
　５ｍｌ／ｍ２以上であると、染めムラを抑えることができる観点から好ましく、５０ｍ
ｌ／ｍ２以下であると乾燥に負荷がかからず、充分乾燥できてにじみを抑制できる観点か
ら好ましい。
【０１１３】
　ここでいう、機能インクの付与量の総計とは、機能インクを付与する各ヘッドから付与
する機能インクの総計である。
【０１１４】
　《テキスタイルプリント装置》
　本発明のキスタイルプリント方法に適用可能なテキスタイルプリント装置の一例につい
て説明する。
【０１１５】
　〔機能インクを付与するのに用いるインクジェットヘッド〕
　本発明のテキスタイルプリント方法においては、本発明に係る機能インクをインクジェ
ットヘッド（以下、単にヘッドともいう）を用いて布帛上に付与することができる。
【０１１６】
　機能インクをヘッドで付与することで、必要な部位に必要な量を均一にムラなく付与す
ることが出来る。
【０１１７】
　機能インクを付与するヘッドは、後述する記録インクを付与するヘッドを搭載したキャ
リッジと別キャリッジに搭載することが好ましい。別キャリッジに機能インクを付与する
ヘッドを搭載することで、機能インクを付与した後、記録インクを付与するまでの間に機
能インクを乾燥する乾燥装置を設けることができる。
【０１１８】
　機能インクの吐出に用いるヘッドとしては、ピエゾ方式、サーマル方式、コンティニュ
アス方式などさまざまな方法から選択することができる。ピエゾ方式、コンティニュアス
方式は高分子材料を含むインクなどでも安定に射出する可能性が高く好ましい、特にピエ
ゾ方式は小型で集積度が高く好ましい。
【０１１９】
　〔乾燥手段〕
　本発明のテキスタイルプリント装置においては、布帛上に機能インクの付与した後、布
帛を乾燥する乾燥手段を有していることが好ましい。
【０１２０】
　本発明において、乾燥工程においては、付与された機能インクの機能を最大限に発現す
る程度まで乾燥することが好ましい。多くの場合、機能インクの付与により、後続の記録
インクでの記録と合わせて、総インク量が増えて、それによりにじみが発生しやすくなる
ため、可能な限り、布帛に付与された機能インクの水分及び有機溶剤を乾燥することが好
ましい。本発明においては、布帛表面温度を３０℃から８０℃の範囲で、布帛や機能イン
クの組成ごとに適した温度設定をすることが好ましい。
【０１２１】
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　上記乾燥工程においては、乾燥により機能インクが保持していた水分や有機溶剤がプリ
ンタ内部に充満すると、乾燥速度が低下するだけでなく、プリンタ内部のセンサーなどの
電気系統が腐食などを起こす可能性があるので、これらの揮発成分はプリンタ外部に排出
することが好ましい。例えば、排気塔を設け、ファンなどを利用し強制的に排出すること
が好ましい。
【０１２２】
　本発明に使用するテキスタイルプリント装置において適用可能な乾燥手段の具体的な方
法としては、温度制御可能な風または温風による乾燥手段、ホットプレートを用いた乾燥
手段、可視光或いは遠赤外光を用いた乾燥手段、ヒートローラーを用いた乾燥手段、マイ
クロ波を照射する手段を用いた乾燥手段等を適宜選択して用いることができる。
【０１２３】
　〔記録インクの付与に用いるインクジェットヘッド〕
　記録インクの付与に用いるインクジェットヘッドとしては、ピエゾ方式、サーマル方式
、コンティニュアス方式などさまざまな方法から選択することができる。ピエゾ方式、コ
ンティニュアス方式は高分子材料を含むインクなどでも安定に射出する可能性が高く好ま
しい、特にピエゾ方式は小型で集積度が高く好ましい。
【０１２４】
　〔テキスタイルプリント装置の構成〕
　以下に、図を用いて上記説明した本発明に適用可能なテキスタイルプリント装置につい
て説明するが、本発明は、これら例示する図面に示す構成にのみ限定されるものではない
。
【０１２５】
　図１は、テキスタイルプリント装置の構成の一例を示す部分概略図である。
【０１２６】
　図１は、テキスタイルプリント装置の粘着性ベルトと、粘着性ベルトを駆動するローラ
ーと、機能インクを付与するインクジェットヘッドと、布帛に機能インクを付与した後に
布帛を乾燥する乾燥手段と、布帛に記録インクを付与するインクジェットヘッドの構成の
みを示したものであり、本発明に用いることができるテキスタイルプリント装置において
は、その他に、機能インク及び記録インクを付与する制御手段等を備えている。
【０１２７】
　図１において、粘着性ベルト１は、サポートロール２、搬送ロール３に保持され、無端
基材ベルト上に粘着手段、特に好ましくは地貼り剤を有する粘着性ベルトである。
【０１２８】
　右方向より搬送された布帛Ｐは、ニップロール４と粘着性ベルト１とで狭持され、粘着
性ベルト１に固定される。次いで、機能インクを機能インク吐出用ヘッド５より布帛上に
付与した後、温度制御可能な風または温風を吹き付ける手段で、内部にファン６Ａ及び発
熱体６Ｂを備えた温風付与手段６により付与した機能インクを十分に乾燥した後、記録イ
ンクをヘッド７より布帛上に付与して画像形成を行う。
【０１２９】
　図２は、テキスタイルプリント装置の構成の別の一例を示す部分概略図である。
【０１３０】
　図２に示すテキスタイルプリント装置は、上記図１に示したテキスタイルプリント装置
に対し、機能インク吐出用のヘッド５Ｂ（図１中の機能インク吐出用ヘッド５に相当）の
上流側に温風付与手段６を追加し、且つ、該「ヘッド５Ｂの上流側に追加した温風付与手
段６」とニップロール４との間に機能インク吐出用ヘッド５Ａを追加し、更に布帛加熱手
段として、ヘッド５Ａ、ヘッド５Ｂおよびヘッド７の下部に、内部に発熱体を備え、布帛
の全巾をカバーする大きさのホットプレート１０をそれぞれ配置した、構成である。機能
インク１、２を吐出するヘッド５Ａ、５Ｂの下流側にそれぞれ設けた温風付与手段６によ
り、布帛に付与された機能インク１、２をそれぞれ速やかに乾燥させることができる。
【０１３１】
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　図３は、テキスタイルプリント装置の構成の更に別の一例を示す部分概略図である。
【０１３２】
　図３に示すテキスタイルプリント装置は、前述した図１に示したテキスタイルプリント
装置に対し、更に布帛加熱手段として、機能インクを付与するヘッド５、および記録イン
クを付与するヘッド７の下部に、内部に発熱体を備え、布帛の全巾をカバーする大きさの
ホットプレート１０をそれぞれ配置した例を示してある。
【０１３３】
　本発明に適用可能なテキスタイルプリント装置には、上記説明した構成に加えて、布帛
の種類、布帛の記録インク保持量、布帛の厚さ、単位面積当たりの記録インクの平均付与
量により機能インクの吐出条件を制御するためのＣＰＵを含む機能インク制御部、あるい
は設定されたプリント条件に従って各色記録インクの吐出を制御する記録インク制御部を
備えている。
【実施例】
【０１３４】
　以下、実施例を挙げて本発明を具体的に説明するが、本発明はこれらに限定されるもの
ではない。なお、実施例において「部」あるいは「％」の表示を用いるが、特に断りがな
い限り「質量部」あるいは「質量％」を表す。
【０１３５】
　実施例１
　《機能インクの調製》
　〔本発明に係る（Ａ）の水溶性高分子化合物等を含有する（１）の機能インク（機能イ
ンクＰ－１～Ｐ－８）の調製〕
　（（１）の機能インクの調製）
　表１記載の各素材を混合、溶解させ、次いで、５μｍのＰＴＦＥ製フィルターを用いて
ろ過を行った後、減圧下で脱気を行って（１）の機能インク（（１)の機能インクＰ－１
～Ｐ－８）を調製した。
【０１３６】
　尚、Ｐ－６で用いる樹脂溶液は下記のようにして調製した。
【０１３７】
　（樹脂溶液の調製）
　下記の各素材を混合、溶解して、樹脂溶液を調製した。
【０１３８】
　水酸化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．２部
　ジョンクリル６７８（＊１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５．０部
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８１．８部
　（＊１）ジョンクリル６７８：スチレン・アクリル酸エステル・アクリル酸共重合体で
あり塩基で中和してないもの、平均分子量８５００、酸価２１５（ＢＡＳＦ社製）
【０１３９】



(18) JP 2011-52340 A 2011.3.17

10

20

30

40

50

【表１】

【０１４０】
　表１中、
　ＰＧ：プロピレングリコール
　ＤＥＧＢＥ：ジエチレングリコールモノブチルエーテル
　ジョンクリル６０Ｊ：スチレン・アクリル酸エステル・アクリル酸共重合体をアミン中
和して水溶液としたもの、平均分子量８５００、酸価２１５、固形分３４％（ＢＡＳＦ社
製）
　ジョンクリル７０Ｊ：スチレン・アクリル酸エステル・アクリル酸共重合体をアミン中
和して水溶液としたもの、平均分子量１６５００、酸価２４０、固形分３０％（ＢＡＳＦ
社製）
　アルギン酸ナトリウム：（ＵＬＶ－Ｌ３、キミカ社製）
　カルボキシメチルセルロース：（ＣＭＣ１１３０、カルボキシメチルセルロースナトリ
ウム、ダイセル社製）
　〔アルカリ成分を含有する（２）の機能インク（（２）の機能インクＡ－１～Ａ－３）
の調製〕
　表２記載の各素材を混合、溶解させ、次いで、５μｍのＰＴＦＥ製フィルターを用いて
ろ過を行った後、減圧下で脱気を行って、表２記載の（２）の機能インク（（２）の機能
インクＡ－１～Ａ－３）を調製した。
【０１４１】
【表２】
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【０１４２】
　〔本発明に係る（Ａ）の水溶性高分子化合物、及び、アルカリ成分、を含有する機能イ
ンク（機能インクＴ－１）の調製〕
　表３記載の各素材を混合、溶解させ、次いで、５μｍのＰＴＦＥ製フィルターを用いて
ろ過を行った後、減圧下で脱気を行って、表３記載の機能インク（機能インクＴ－１）を
調製した。
【０１４３】
【表３】

【０１４４】
　《記録インクセットＡの調製》
　表４記載の各素材を混合し、次いで、５μｍのＰＴＦＥ製フィルターを用いてろ過を行
った後、減圧下で脱気を行って、表４記載の記録インクセットＡ（イエローインクＹ１、
マゼンタインクＭ１、シアンインクＣ１、ブラックインクＫ１）を調製した。
【０１４５】

【表４】

【０１４６】
　ＲＹ９５：Ｃ．Ｉ．Ｒｅａｃｔｉｖｅ　Ｙｅｌｌｏｗ９５
　ＲＲ２４：Ｃ．Ｉ．Ｒｅａｃｔｉｖｅ　Ｒｅｄ２４
　ＲＢ７２：Ｃ．Ｉ．Ｒｅａｃｔｉｖｅ　Ｂｌｕｅ７２
　ＲＫ３９：Ｃ．Ｉ．Ｒｅａｃｔｉｖｅ　Ｂｌａｃｋ３９
　《記録インクセットＢの調製》
　表５記載の各素材を混合し、次いで、５μｍのＰＴＦＥ製フィルターを用いてろ過を行
った後、減圧下で脱気を行って、表５記載の記録インクセットＢ（イエローインクＹ２、
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マゼンタインクＭ２、シアンインクＣ２、ブラックインクＫ２）を調製した。
【０１４７】
【表５】

【０１４８】
　表５中、
　ＰＶＰ（Ｋ１５）：ポリビニルピロリドン（Ｋ１５）、平均分子量８０００（五協産業
社製）
　《テキスタイルプリント試料の作製》
　（テキスタイルプリント装置）
　図３に記載のテキスタイルプリント装置を用いて、下記に示す各布帛に対し、ヘッド５
により機能インクを付与した後に、温風付与手段６により乾燥し、次いで、ヘッド７によ
り記録インクセットを吐出し、Ｙ、Ｍ、Ｃ、Ｋ、Ｂ、Ｇ、Ｒ、混合Ｋ（Ｙ、Ｍ、Ｃ各１０
０％）の最大濃度で、半径３０ｍｍの水玉（真円、塗りつぶし）及び、１辺３０ｍｍの正
方形（塗りつぶし。画像内部に１０、１２、１５、２０ポイントの白抜き文字を有する）
、デザインプリント柄模様３種を複数描画する画像を、連続して描画した。
【０１４９】
　即ち、各布帛Ｐを繰り出し部（不図示）より搬送し、無端基材ベルト上に粘着手段を有
する粘着性ベルト１で布帛Ｐを保持、搬送しながら、ヘッド５より布帛Ｐ上に均一に機能
インクを、表６～１２記載の様に所定量付与した。ヘッド５は、４つのヘッドより構成さ
れ、各ヘッドは液滴量１４ｐｌ、駆動周波数１０ｋＨｚ、のピエゾ形ヘッド（ノズル数５
１２）であり、一種類の機能インクに対し２基使用し、機能インクとして〔（Ａ）の水溶
性高分子化合物を含有する（１）の機能インク（機能インクＰ－１～Ｐ－８）〕、〔アル
カリ成分を含有する（２）の機能インク（機能インクＡ－１～Ａ－３）〕をそれぞれ２基
のヘッドに装填した。また、（１）の機能インク、次いで（２）の機能インクの順に布帛
に付与されるように、各ヘッドを配置した。
【０１５０】
　機能インクＴ－１を使用する場合（比較）は、４つのヘッド全てに装填した。
【０１５１】
　また、ヘッド５の下部に、内部に発熱体を備え、布帛の全巾をカバーする大きさのホッ
トプレート１０を配置し、布帛を４５℃に加熱した。
【０１５２】
　ヘッド５とヘッド７との間には、内部にファン６Ａ及び発熱体６Ｂを備えた温風付与手
段６を設け、搬送する布帛の表面温度が５５℃になるように制御して、機能インクの乾燥
を行った。
【０１５３】
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　画像記録に用いる記録インク吐出用ヘッド７は、４基のヘッドから構成され、それぞれ
のインク（Ｙ１、Ｍ１、Ｃ１、Ｋ１）、（Ｙ２、Ｍ２、Ｃ２、Ｋ２）に対応して、１基ず
つ使用した。これらのヘッドは、液滴量１４ｐｌ、駆動周波数１０ｋＨｚ、のピエゾ形ヘ
ッド（ノズル数５１２）である。各ヘッドのインク吐出量（１００％Ｄｕｔｙ）は９ｍｌ
／ｍ２となるように調製した。
【０１５４】
　また、ヘッド５、ヘッド７を構成する各ヘッドとも、７２０ｄｐｉ×７２０ｄｐｉの解
像度で、８パス印字モードの同条件で記録した。なお、本発明でいうｄｐｉとは、２．５
４ｃｍあたりのドット数を表す。
【０１５５】
　〔布帛の種類〕
　布帛１：綿ローン
　布帛２：コットン２００
　布帛３：ベアテン
　布帛４：サテンシルク１２匁
　〔後処理〕
　上記印字画像をプリントした後、布帛を粘着性ベルト１から剥離し、剥離した布帛を乾
燥機に入れて、７０℃の送風乾燥条件で乾燥した後、ロール上に一旦巻き取った。次いで
、巻き取ったプリント物を、捺染用スチーマーにて加熱発色した。その後、水洗、湯洗、
ソーピング、乾燥を行って、テキスタイルプリント試料６－１～１２－２４を得た。
【０１５６】
　《プリント画像の評価》
　〔発色性の評価〕
　Ｙ、Ｍ、Ｃ、Ｋ、Ｂ、Ｇ、Ｒ、混合Ｋ（Ｙ、Ｍ、Ｃ各１００％）のすべての濃度を測定
した。
【０１５７】
　発色性は、上記方法により形成した１辺３０ｍｍの正方形（塗りつぶし）の濃度を測色
計Ｘ－Ｒｉｔｅ９３８を用いて測定し、下記評価基準に従って評価した。
○　：濃度１．５以上
○△：濃度１．３以上
△　：濃度１．０以上
×　：濃度１．０未満
　〔にじみ耐性の評価〕
　上記方法により形成した１辺３０ｍｍの正方形（塗りつぶし）の境界部分のにじみの有
無を目視観察し、下記の基準に従って、にじみ耐性を評価した。
○　：にじみなし
○△：輪郭がやや乱れ気味であるが、実用上問題なし
△　：にじみがやや大きい
×　：にじみが大きい
　〔抜き文字品質の評価〕
　上記方法により形成した抜き文字（各ベタに１０、１２、１５、２０ポイント文字）、
を描画した部分を目視観察し、「何ポイントの文字まで再現できるか」をもって、抜き文
字品質を示す指標とした。
【０１５８】
　〔デキャップ耐性の評価〕
　機能インクのインクジェットヘッドからの出射を停止して、インクジェットヘッドをキ
ャップした状態で放置した際、ノズル欠を発生することなく再出射することができる停止
時間を測定し、下記の基準に従って、デキャップ耐性を評価した。
○　：１５分間の出射停止で問題ない
○△：１０分間の出射停止で問題ない
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△　：５分間の出射停止で問題ない
×　：５分未満の出射停止で再出射不可能となる
　以上により得られた結果を、表６～１２に示す。
【０１５９】
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【表６】

【０１６０】
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【表７】

【０１６１】
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【表８】

【０１６２】
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【表９】

【０１６３】
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【表１０】

【０１６４】
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【表１１】

【０１６５】
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【表１２】

【０１６６】
　表６～１２に記載の結果より明らかなように、本発明の場合には、各種の特性の異なる
布帛に対し、発色性、にじみ耐性に優れ、高品質な捺染画像が得られることがわかる。
【０１６７】
　また、本発明により、乾燥負荷や洗濯負荷が低く、低コストで高品質な捺染画像が得ら
れた。
【０１６８】
　表６から、本発明の構成、特に、本発明に係る（Ａ）の水溶性高分子化合物（カルボキ
シル基をアミン中和したもの）は、アルカリと分離して別に用いることで、本発明の効果
がより好ましく奏されることがわかる。
【０１６９】
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　表７から、本発明に係る（Ａ）の水溶性高分子化合物（カルボキシル基をアミン中和し
たもの）の含有量が１～１０質量％であると（Ｐ－１～Ｐ－２の場合）、デキャップ耐性
の観点からも好ましいことがわかる。
【０１７０】
　表８から、本発明に係る記録インクに、本発明に係る重量平均分子量が３０００～３０
０００の（Ｂ）の水溶性高分子化合物を含有させると（記録インクセットＢ（ＰＶＰ（Ｋ
１５）を含有）を用いた場合）、前処理付与量が少ない場合のにじみが改善されることが
わかる。
【０１７１】
　表９から、本発明に係る（Ａ）の水溶性高分子化合物を、アルカリと共存させては（即
ち、機能インクＴ－１を用いた場合には）、本発明の効果が発揮されにくいことがわかる
。
【０１７２】
　表１０から、機能インク１に含有させる水溶性高分子化合物として、「本発明に係る水
溶性高分子化合物」以外のもの（ジョンクリル６７８（スチレン・アクリル酸エステル・
アクリル酸共重合体であり塩基で中和してないもの。ＢＡＳＦ社製）を水酸化カリウムで
中和したもの）を用いた場合には、即ち、機能インク１としてＰ－６を用いた場合には、
本発明の効果が発揮されないことがわかる。
【０１７３】
　表１１から、機能インク１に含有させる水溶性高分子化合物として、「本発明に係る水
溶性高分子化合物」以外のもの（アルギン酸ナトリウム）を用いた場合には、即ち、機能
インク１としてＰ－７を用いた場合には、本発明の効果が発揮されないことがわかる。
【０１７４】
　表１２から、機能インク１に含有させる水溶性高分子化合物として、「本発明に係る水
溶性高分子化合物」以外のもの（カルボキシメチルセルロース）を用いた場合には、即ち
、機能インク１としてＰ－８を用いた場合には、本発明の効果が発揮されないことがわか
る。
【０１７５】
　実施例２
　実施例１の《テキスタイルプリント試料の作製》において、「図３に記載のテキスタイ
ルプリント装置を用いて、各布帛に対し、ヘッド５により機能インクを付与した後に、温
風付与手段６により乾燥し、次いで、ヘッド７により記録インクセットを吐出し、連続し
て描画する」方法に代えて、「図２に記載のテキスタイルプリント装置を用いて、各布帛
に対し、ヘッド５Ａにより機能インク１を付与した後に、温風付与手段６により乾燥し、
次いで、ヘッド５Ｂにより機能インク２を付与した後に、下流の温風付与手段６により乾
燥し、次いで、ヘッド７により記録インクセットを吐出し、連続して描画する」方法に変
更した他は実施例１と同様にして、テキスタイルプリント試料１３－１～１３－２４を作
製した。
【０１７６】
　実施例１と同様にして、評価した結果を表１３に示す。
【０１７７】
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【表１３】

【０１７８】
　表１３に記載の結果より明らかなように、本発明の場合には、各種の特性の異なる布帛
に対し、発色性、にじみ耐性に優れ、高品質な捺染画像が得られることがわかる。
【０１７９】
　また、本発明により、乾燥負荷や洗濯負荷が低く、低コストで高品質な捺染画像が得ら
れた。
【０１８０】
　特に、機能インク１の付与と機能インク２の付与の間に乾燥を入れることで、ローンの
ようなインクの保持量が小さい薄手の布帛を用いた場合でも、機能インクの裏抜けを防止
し、付き量を上げることができる為、機能インクの効果がより発揮され、更ににじみが改
善されることがわかる。
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【０１８１】
　また、乾燥能力が上がるので、機能インクの総付与量が多くても、乾燥不良によるにじ
みの劣化が起こらないことがわかる。
【符号の説明】
【０１８２】
　１　粘着性ベルト
　２　サポートロール
　３　搬送ロール
　４　ニップロール
　５、５Ａ、５Ｂ　機能インク吐出用ヘッド
　６　温風付与手段
　７　記録インク吐出用ヘッド
　１０　ホットプレート
　Ｐ　布帛

【図１】

【図２】

【図３】
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